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　　村章
　昭和51年4月
　　1日に制定

おもな内容一旗やタスキを寄贈一
　　勤労者協議会から

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果
：

印
鑑
証
明
申
請
は
手
帳
を
－

郷
土
の
伝
説
　
第
六
話
…
：

青
年
と
お
年
寄
の

雛
雛
響
日
｝
⑧

姻
製
解
蓑
｝
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B

参
議
院
議
員
選
挙
…
：
　
－
：
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

鋤
縫
一
罵
欝
耐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
対
話
集
会
…
：
：
7

　児童、生徒の登下校時の交通安全を

祈って村の勤労者協議会から、南北小

学校に、道路横断用の小旗とタスキが

贈られました。

　登校の際には、父兄が安全指導に使

用し、大変よろこばれています。

よい子ほど　よくみてわたる

　　　　こうさてん

（6月1日現在）1，996　面積…22．34平方キロ世帯8，757（男4，322女4，435）〈村勢＞総人口
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1
投
票
日
は
七
月
十
日
1

参
議
院
錺
選
出
議
員
通
常
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
開
票
は
翌
臼
七
月
十
一
日

　
任
期
満
了
に
よ
る
第
十
一
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
は
、
次
の
と
お
り
行
な

わ
れ
ま
す
。

　
今
回
改
選
さ
れ
る
議
席
は
、
地
方
区

七
六
、
全
国
区
五
〇
、
合
計
一
二
六
議

席
で
す
。

　
な
お
㍉
埼
玉
県
で
の
地
方
区
改
選
議

席
は
二
議
席
で
す
。

一
　
公
示
日
　
　
6
月
1
7
日

一
　
投
票
日
時
　
　
7
月
1
0
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
七
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
ま
で

一
　
開
票
日
　
　
七
月
n
日
午
前
八

　
　
　
　
　
　
　
　
時
か
ら

一
　
開
票
場
所
　
　
役
場
会
議
室

投
票
の
順
序

　
各
投
票
所
で
の
投
票
は
、
最
初
に
地

方
区
の
投
票
、
次
に
全
国
区
の
順
で
行

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
登
録
基
準
日
等

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
た
り
、
抹
消

し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
基
準
に
な
る

日
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
基
準

日
、
登
録
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
登
録
基
準
日
　
6
月
1
5
日

一
登
録
日
6
月
1
6
日

投
票
で
き
る
か
た
は

①
昭
和
32
年
7
月
1
1
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
、
江
南
村
の
住

　
民
台
帳
に
引
き
続
き
記
録

　
さ
れ
て
い
る
か
た

②
昭
和
52
年
3
月
1
5
日
ま
で

　
に
転
入
し
、
引
き
続
き
江

　
南
村
の
住
民
台
帳
に
記
録

ざ
れ
て
い
る
か
た

　
住
所
移
転
者
の
投
票

転
出
し
た
か
た

①昭

和
52
年
3
月
10
日
以
降
、

　
江
南
村
か
ら
他
の
市
町
村

　
へ
転
出
し
た
か
た
で
、
江

　
南
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登

　
録
（
表
示
）
さ
れ
て
い
る

　
か
た
は
、
江
南
村
の
従
前

　
の
投
票
所
で
、
投
票
で
き

　
ま
す
。

転
入
し
た
か
た

②
昭
和
52
年
3
月
1
6
日
以
降

　
に
、
他
の
市
町
村
か
ら
、

で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

票
を
見
す
見
す
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。 さ

れ
て
い
る
か
た
は
、

転
入
前
の
市
町
村
の
従

前
の
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

来
以
上
①
、
②
の
よ
う

に
住
所
の
移
動
が
あ
っ

て
も
、
国
の
選
挙
な
の

　
　
　
　
　
大
切
な
一

江
南
村
に
転
入
し
た
か
た
で
、
転
入

前
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

前回選挙の開票事務（役場2階会議室）

不
在
者
投
票
制
度

投
票
日
の
当
日
、
や
む
を
得
な
い
用

務
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た

め
に
投
票
の
例
外
と
し
て
、
投
票
日
前

に
投
票
す
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
用
務
と
は
、
た
と
え

ば
、
．
投
票
当
日
、
業
務
に
従
事
す
る
人

や
、
病
気
や
出
産
な
ど
の
た
め
歩
け
な

い
人
や
、
予
約
し
て
あ
る
旅
行
で
変
更

す
る
の
が
困
難
な
場
合
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
不
在
者
投
票
す
る
場
合
、
宣
誓
書
に

や
む
を
得
な
い
理
由
を
記
入
し
て
、
押

印
し
て
い
た
だ
け
ば
投
票
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
所
は
、
役
場
内

に
設
け
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は

障
害
の
程
度
が
重
度
で
あ
る

と
知
事
が
証
明
し
た
か
た
は

一
定
の
手
続
き
を
取
る
と
、

在
宅
の
ま
ま
で
投
票
で
き
る

の
が
こ
の
制
度
で
す
。

　
手
続
き
は
早
目
に

　
こ
の
制
度
は
、
郵
便
に
よ

る
た
め
、
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
該
当
の
か
た
は
公

示
前
で
も
手
続
き
が
で
き
る

部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早

目
に
選
管
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

　
こ
れ
ら
の
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期

間
は
、
公
示
の
日
か
ら
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
で
す
。
な
お
、
郵
便
投
票
は
、

投
票
日
の
四
日
前
ま
で
し
か
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
投
票
の
時
間
は
毎
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
、
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

投
票
用
紙
の
記
載
は

　
せ
っ
か
く
投
票
し
た
の
に
無
効
票
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
大
変
で
す
。

　
投
票
に
あ
た
っ
て
は
特
に
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
候
補
者
の
氏
名
は
欄
内
に
一
人
は
っ

　
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

一
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
、
ま
た
は

　
そ
の
他
の
こ
と
は
書
か
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

※
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を
6
月
1
6
日

村
内
の
各
投
票
所
一
覧

投
票
も
区

投
　
　
　
票
　
　
　
所

第
一
投
票
区

農
業
セ
ン
タ
ー
（
御
正
農
協
裏
）

第
二
　
〃

江
南
北
小
学
校
体
育
館
（
三
本
）

第
三
　
〃

宝
光
寺
境
内
（
板
井
）

第
四
　
〃

江
南
南
小
学
校
体
育
館
（
小
江
川
）

第
五
　
〃

坂
上
公
民
館
（
成
沢
坂
上
）

に
行
な
い
ま
す
が
今
回
、
新
し
く
登
録

さ
れ
た
か
た
の
名
簿
の
縦
覧
を
6
月
1
7

日
か
ら
6
月
21
日
ま
で
の
問
、
朝
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
役
場
で
行

○
．
O

一
、
ノ

c
し
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な
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

べ
き
か
た
が
、
ま
ち
が
い
な
く
登
録
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
み
な
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

登
録
者
数

　
登
録
日
（
6
月
1
6
日
）
現
在
の
選
挙

人
数
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

投票区名 男 女 合計

第1投票区 598 629 1，227

第2　〃 642 642 1，284

第3　〃 600 637 1，237

第4　〃 574 624 1，198

第5　〃 552 548 1，100

合　　計 2，966 3，080 6，046

率画
ホ

投回ル剛

72．24％婁ll艦

　
前
回
の
参
議
院
選

挙
は
、
雨
模
様
の
あ

い
に
く
の
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
有
権

者
の
か
た
が
た
の
関

心
が
高
く
、
参
議
院

選
挙
と
し
て
は
、
大

変
良
い
結
果
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
投

票
率
は
、
県
の
平
均

投
票
率
を
上
廻
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

過
去
の
投
票
率
を
県
と
比
較
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

過去7回の参議院選挙・県平均との比較

執　　　行
年　月　日 天　候 江南村 県平均 比　較

昭和31年
7月8日

時々雨 68．73％ 83．18％ 一1生45％

署驚舌 雨 60．70〃 63。18〃 一2．48〃

昭和37年
7月1日

時々雨 64．19〃 65．74〃 一L55〃

昭和40年
7月4日

くもり 58．06〃 45。73〃 十IZ33〃

昭和43年
7月7日

晴 62．75〃 52．81〃 十994〃

昭和44年
6月27日

一時雨 45．69〃 5L56〃 一巳87〃

昭和49年
7月7日

時々雨 72．24〃 70．02〃 十Z22〃

　
前
回
選
挙
の
投
票
状
況

　
昭
和
四
十
九

年
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
参
議
院

選
挙
の
年
齢
階

層
別
・
性
別
の

投
票
状
況
は
下

の
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
表
か
ら

二
十
代
の
か
た

が
た
の
投
票
へ

の
不
参
加
が
目

に
つ
き
、
誠
に

・
残
念
な
こ
と
で

す
。

　
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
て
三
十
年

を
経
過
し
た
今
日
、
第
十
ヒ
回
の
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
を
目
前
に
控
え
、
明

る
い
選
挙
の
推
進
と
、
投
票
総
参
加
に

向
っ
て
、
有
権
者
の
み
な
さ
ん
に
次
の

こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
私
達
一
人
一
入
が
国
政
の
創
造
者
で

　
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、
こ
こ
に

　
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
参
政
権
行
使
の

　
意
義
を
強
く
か
み
し
め
ま
し
ょ
う
。

一
参
議
院
は
、
衆
議
院
と
な
ら
び
、
国

　
政
の
方
向
を
決
定
す
る
上
で
極
め
て

前回参議選・年齢階層別・性別・投票率
年齢階層 性別 投票率 40％5（〕％60％70％80【妬90％

20～24歳
男 639も 男

女 51〃 儀女子

25～29〃
男 65〃
女 63〃 b

30～34〃
男 84〃

、
ら

女 77〃
35～39〃

男 69〃
女 79〃

40～44〃
男 86〃
女 79〃

45～49〃
男 85〃
女 89〃

50～54〃
男 85〃 ’

女 86〃 」

55～59〃
男 75〃
女 68〃 硬

60～64〃
男 84〃
女 76〃

65～69〃
男 84〃
女 77〃

．盛

70歳以上
男 83〃
女 42〃

○・甲’

重
要
な
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

参
議
院
の
今
日
的
意
義
を
問
う
意
味

に
お
い
て
も
今
回
の
選
挙
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
投
票
は
私
達
の
主
権
意
思
の
表
明
で

あ
り
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
す
べ
て

の
有
権
者
が
こ
ぞ
っ
て
投
票
に
参
加

す
る
二
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

一
投
票
に
当
た
っ
て
は
、
真
に
き
れ
い

な
選
挙
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
注
意

し
、
い
や
し
く
も
金
品
や
情
実
に
よ

っ
て
投
票
を
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に

　
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
ぜ
二
院
に
な
っ
て
い
る
の
か

　
多
く
の
国
が
二
院
制
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
一
院
制
だ
と
、
と
も
す
れ
ば
国

民
の
意
思
か
ら
離
れ
た
政
治
に
な
る
危

険
が
あ
り
、
重
要
な
事
柄
の
審
議
を
く

り
か
え
し
て
、
慎
重
に
す
る
た
め
に
、

二
院
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
参
議
院
は
衆
議
院
の
か

た
わ
ら
に
あ
っ
て
、
政
治
が
か
た
よ
ら

な
い
よ
う
に
、
た
え
ず
見
守
る
重
大
な

役
目
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
リ
ッ
パ
な
人
を
選
ぶ
た
め

に
、
被
選
挙
者
の
年
齢
も
五
年
高
い
、

三
十
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ

先
生
は
、
　
「
二
つ
の
矢
を
持
っ
て
卿

は
い
け
ま
せ
ん
。
も
う
一
本
あ
る

か
ら
と
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
一
本
の
矢
で
と
、
心
を
定

め
て
射
な
さ
い
已
と
教
え
た
と
い
・

う
o

㎜
　
初
め
て
弓
を
な
ら
う
と
き
弓
の

灘繍鱗蝿

一本の矢
ま
た
の
機
会
が
あ

る
わ
い
…
…
と
お

ろ
そ
か
に
す
る
と

つ
い
に
機
会
を
の

が
し
て
し
ま
う
で
。

し
ょ
う
。

（
つ
れ
づ
れ
草
）

・　ヤ　7履

　
選
挙
を
正
し
く
、
良
い
政
治
を
・

．
と
、
一
本
の
矢
を
つ
が
え
て
、
一

本
だ
け
で
、
幸
福
の
マ
ト
を
射
落

し
た
い
も
の
で
す
。

ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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地方税法の一部改正

　4月1日から実施
　
昭
和
五
十
二
年
度

の
地
方
税
の
一
部
が

次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
現

在
の
低
成
長
経
済
の

景
気
刺
激
の
た
め
に
、

ま
た
、
広
く
国
民
生

活
に
明
る
さ
を
与
え

る
と
い
う
意
味
か
ら
、

所
得
税
、
住
民
税
に

つ
い
て
、
各
種
所
得

控
除
の
引
き
上
げ
に

よ
る
負
担
調
整
を
行

な
い
、
税
の
軽
減
を

は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
住
民
税
関
係

　
住
民
税
の
改
正
は
、
障
害
者
、
未
成

年
者
、
老
年
者
、
ま
た
は
寡
婦
に
つ
い

て
課
税
範
囲
が
年
所
得
で
七
十
万
円
が

八
十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
沿
、
低
所
得
者
層
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
均
等
割
を
課
さ
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
、
そ
の
一
定

所
得
の
算
定
額
が
引
き
上
げ
に
な
り
、

次
の
算
式
か
ら
得
ら
れ
た
額
以
下
の
か

た
に
は
、
均
等
割
が
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

改
正
前
　
九
万
円
×
（
霧
対
象
配
偶

　
　
　
　
者
十
扶
養
人
員
十
一
）
醐
以

　
　
　
　
下
の
所
得
者

改
正
後
　
十
二
万
円
×
（
控
除
対
象
配

　
　
　
　
偶
者
十
扶
養
人
員
十
一
）
”

　
　
　
、
以
下
の
所
得
者

二
　
法
人
税

　
法
人
税
の
均
等
割
の
税
率
が
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

区　　　　　　分 現　　行 改　　正

　資本の金額又は出資金額
が1億円を超えかつ、従業
員が100人超の法人

24，000円 80，000円

　資本の金額が1億円を超
えかっ、従業員が100人以
下の法人及び資本の金額又
は、出資金額が1千万円を
超え1億円以下の法人

12，000円 24，000円

　資本の金額又は、出資金
額が1千万円以下の法人等

7，200円 8，000円

三
軽
自
動
車
税
関
係

い
ま
ま
で
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
は

月
割
制
度
を
採
用
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
事
務
量
が
多
い
割
に
税
収
が
少
な

い
た
め
、
今
回
か
ら
月
割
課
税
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
軽
自
動
車
税
の
課
税

後
に
、
同
一
村
内
で
、
用
途
や
所
有
者

に
変
更
が
あ
っ
て
も
、
税
の
還
付
や
灯

割
課
税
を
行
な
い
ま
せ
ん
。

四
国
民
健
康
保
険
税
関
係

一
課
税
限
度
額
が
、
十
五
万
円
か
ら
、

　
十
七
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

二
擬
制
世
帯
主
（
国
民
健
康
保
険
の
被

　
保
険
者
で
な
い
世
帯
主
）
の
所
得
割

　
額
を
算
入
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し

　
た
。

三
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得
（
転

　
入
に
よ
り
）
し
た
場
合
は
、
加
入
し

　
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
所
得
の
申

　
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。

癖
㌫
鮒
矧
劉

　
今
回
、
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
が
行
な
わ
れ
、
次
の
金
額
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

一今月の納税一一

村県民税…第1期
国民健康保険税…
　　　　…第2期

納期限…6月30日

●日頃の貯蓄で
　たしかな納税●

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た
・

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
納
め
た
昭
和
五

十
一
年
分
の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い

と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
・

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
署
の
所
得
税
担

当
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
大
型
機
械
の
田
耕
起

農
作
業
別
雇
用
標
準
賃
金
瀦
編
欝
墾
曝

今
年
の
農
作
業
賃
金
は
、
五
月
二
ず
　
　
次
表
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

昭和52年度農作業別雇用標準賃金表

作業名 単価 賃金標準 備　考

養蚕労賃 1LI 生000円

麦　刈　り 〃 4，000円

田　耕　起
ロータリー

10a
4，000円

田耕起代かき 〃 ＆000円

〃
テーラー

10a
＆000円

苗　と　り 1H 4。500円

田　　　植 〃 生500円

機械田植 10a ス000円

大　　型

トラックター

1アワー

メーター

当り

耕起冗000円
代かきτ000円
整地7，000円
（特に依頼され

た場合）

10a当り

各々

　4，000円

麦の刈取 10a
結　束10，000円

バ　ラ9。000円
自脱
コンバイン

稲の刈取 〃
結　束12，000円
バ　ラ11，000円

〃

運　搬　料 〃 1，000円 ライスセンター
又は生　宅

水稲防除 〃 1，000円

育　　　苗 1箱 芽出し　300円
成　苗　500円

乾燥調製料 麦1K 16円

備　　考 作業時問は1日とする

）

）

　ノ
1
）
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

　
春
期
大
会
結
果

五
月
二
十
二
日
、
二
十
九

日
に
行
な
わ
れ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
の
結
果
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
今
回
は
、
一
部

と
二
部
に
分
け
て

行
な
わ
れ
、
上
新

田
K
、
御
正
第
三

チ
ー
ム
が
、
初

優
勝
い
た
し
ま

し
た
。

準
優
勝

　
樋
春
B
、
C
チ

　
　
ー
ム

三
位五

月
会
　
合
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
部

　
野
原
グ
リ
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
組
（

　
ー
ン

一
部
優
勝

一
一
部
優
勝
…

中
央
第
二

板
井
　
A

上
新
田
K

春
の
原
A

三
　
本
　
A

野
原
グ
リ
ン

小
江
川
A

八
幡
ク
ラ
ブ

下
押
切
A

御
正
第
二
A

小
江
川
B

荒
川
ク
ラ
ブ

樋
春
　
C

御
正
第
一

七
曲
ク
ラ
ブ

須
　
賀
　
広

…
上
新
田
K
チ
ー
ム

　
御
正
新
田
第
三
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
樋
春
　
A

（二部）

上
新
田
D

樋
春
　
B

上
新
田
S

野
　
原
　
S

三
本
B
剛

　
　
　
　
蹴
一一瓢瓢剛一

柴塩板
　ノ｛
千ヂ井
　ヤ
代IB一一矧｝＝

　
　
　
　
　
瓢

春
の
原
B
剛

　
　
　
　
　
瓢

御
正
第
二
B
剛

　
　
　
　
　
剛

下
押
切
B
瓢

中
央
第
一
瓢

　
　
　
　
　
剛

五
月
会
凱

　
　
　
　
　
瓢

2

り

薩ク〃ク2

勿灘灘灘

郷
土
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
第
六
話

春
の
原

　
薬
師
如
来

　
　
小
江
川

豹
　
　
　
　
　
は
波
の
様
に
押
し
よ
せ
る

　
　
　
　
豊
臣
方
五
万
余
騎
の
大
軍

　
　
　
　
を
見
て
、
こ
の
戦
い
が
生

涯
最
後
の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ

た
時
が
四
十
八
歳
、
天
正
十
八
年
（
一

　
　
　
三
角
英
吉

鉢
形
城
主
、
北
條
氏
邦

購
正
第
蕪
難
諾
蘇
艶
挫
　

　
昨
年
の
四
月
一
日
か
ら
印
か
ん
証
明

申
請
の
手
続
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
事
は

チ
ラ
シ
や
広
報
紙
な
ど
で
ご
連
絡
い
た

し
ま
し
た
カ
　
ま

だ
、
登
録
さ
れ
て

い
な
い
か
た
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
現
在
、
印
か

ん
証
明
の
交
付
は
、

り
交
付
さ
れ
ま
す
。

ご
持
参
願
わ
な
い
と
、
印
か
ん
証
明
書

が
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

印
か
ん
手
帳
は

、
必
ず
ご
持
参
く
だ

　
　
　
O

印
鑑
証
明
申
請
に
は

必
ず
印
鑑
手
帳
を

　
　
　
　
　
　
　
印
か
ん
手
帳
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
せ
っ
か
く
、
窓
口

で
証
明
書
を
申
請
さ
れ
て
も
、
手
帳
を

登
録
を
す
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
、

し
ま
す
。
印
か
ん
登
録
の
お
問
い
合
せ

は
、
住
民
課
へ
ど
う
ぞ
。

瓢瓢凱　
㎜
け
ら
れ
ま
し
た
．

すべなだに　さ
よくい’よない
う早か行るおo
’いたな登’
お機はつ録新
願会なてを条
いにるいまf列

っ
て
深
沢
川
の
渓
流
よ
り
、
筏
に
乗
せ

敵
の
追
手
を
の
が
れ
て
荒
川
を
下
ら
せ

ま
し
た
が
、
武
蔵
国
押
切
村
に
中
洲
を

は
さ
ん
で
流
れ
の
荒
い
方
が
男
流
、
ゆ

る
や
か
な
方
が
女
流
と
呼
ん
で
居
ま
し

た
。
筏
は
解
体
し
て
春
野
は
女
流
、
原

之
介
は
男
流
へ
と
流
さ
れ
、
原
之
介
は

息
も
た
え
だ
え
に
樋
春
裏
へ
ど
押
し
付

凱鶯
と
申
し
て
・
無
名
の
堂
へ
と
世
を
し

蹴

㎜
の
欝
勘
講
暴
舗
胡

蹴

　
あ
せ
る
気
持
を
押
さ
え
追
う
様
に
し

て
見
つ
け
た
民
家
へ
救
い
を
求
め
た
の

で
す
。
真
言
宗
春
原
山
真
光
寺
（
現
在

住
持
坂
田
光
俊
師
）
は
地
方
切
っ
て
の

名
刹
、
高
僧
宥
定
和
尚
さ
ん
の
厚
意
も
，

遠
慮
し
て
か
、
落
ち
れ
ば
同
じ
谷
川
の

娘
、
信
仰
し
て
い
た
薬
師
如
来
を
本
尊

に
し
て
悩
め
る
人
々
の
心
の
よ
り
所
と

し
、
薬
草
を
採
っ
て
は
病
人
に
与
え
、

近
所
の
子
女
に
礼
儀
作
法
を
教
え
て
居

り
ま
し
た
が
、
故
あ
っ
て
母
の
里
へ
と

旅
立
つ
に
あ
た
．
り
、
病
に
な
っ
た
ら
薬

　
　
　
　
　
（
現
在
の
春
の
原
薬
師
堂
）

師
像
を
削
っ
て
護
符
に
し
て
お
飲
み
な

さ
い
と
言
い
残
し
て
別
れ
を
告
げ
た
と

言
う
伝
え
話
も
聞
い
て
居
り
ま
す
。

　
薬
師
像
は
削
り
取
ら
れ
て
な
く
な
り

現
在
の
薬
師
尊
は
和
尚
さ
ん
の
寄
進
に

よ
る
物
だ
そ
う
で
す
。

　
昭
和
初
期
頃
の
縁
日
に
は
、
余
興
の

芝
居
を
見
な
が
ら
目
頭
を
押
え
る
お
年

　
　
　
　
　
難
．
，
寄
り
や
、
参
拝
の

　
　
　
　
　
　
　
善
男
善
女
が
庭
一

　
　
　
　
　
　
　
ぱ
い
の
人
だ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
で
カ
ー
バ
イ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
灯
り
や
、
提
灯
の

　
　
　
　
　
　
　
明
り
で
無
数
の
露

　
　
　
　
　
　
　
店
が
軒
を
な
ら
べ

　
　
　
　
　
．
．
．
亀
律
聯
て
、　代　な風

今でこり情
でしれまは
もよもし昔
手う’た語
をかとoり
合oき　に

か
。

　
格
子
越
の
須
弥

鵬
壇
に
は
、
薬
師
瑠

、
璃
光
如
来
が
慈
悲

の
面
影
を
浮
か
べ

て
、
庶
民
の
幸
せ

を
守
っ
て
居
て
く

れ
て
い
る
の
で
し

よ
、
う
。

次
回
は
、
悲
恋
高
山
で
す
。
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同
和
問

　
　
　
　
一
、

口
近
代
日
本
の
は
じ
ま
り

　
　
明
治
政
府
…
…
…
q
D

　
二
六
〇
年
余
り
続
い
た
江
戸
幕
府
に

か
わ
り
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
新
し
い

政
府
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
新
政
府
の
役
人
は
、
江
戸
時
代
の
終

り
頃
の
財
政
難
や
】
揆
、
打
ち
こ
わ
し

や
外
国
か
ら
の
圧
力
な
ど
に
苦
し
ん
だ

こ
と
を
考
え
、

財
政
を
た
て
な

お
し
て
、
産
業

を
発
展
さ
せ
、

強
い
軍
隊
の
育
玲
λ

成
を
は
か
ろ
う

と
努
力
し
ま
し

た
。　

ま
た
、
一
八

七
一
年
（
明
治

四
年
）
に
は
解
放
令
を
出
し
、
今
ま
で

の
身
分
制
度
を
廃
止
し
て
、
　
「
え
た
・

非
人
」
の
呼
び
方
を
改
め
、
身
分
や
職

業
も
平
民
と
同
じ
に
し
ま
し
た
。

日
身
分
解
放
令
と

　
　
　
　
　
　
　
　
部
落

　
身
分
解
放
令
に
大
き
な
期
待
を
も
っ

た
部
落
の
人
び
と
の
生
活
は
、
明
治
に

題
シ
リ

部
落
の
歴
史 ー

ズ
　

驚
概
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
ん
ど
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
な
い
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
し
い
も
の

で
し
た
。
法
律
上
は
平
等
と
さ
れ
て
も

人
び
と
の
部
落
に
対
す
る
差
別
観
念
は

改
め
ら
れ
ず
、
日
常
生
活
の
な
か
に
交

際
や
結
婚
差
別
は
生
き
つ
づ
け
て
い
き

ま
し
た
。
一
片
の
お
触
れ
に
す
ぎ
な
い

解
放
令
で
、
封
建
時
代
の
差
別
意
識
や

劣
悪
な
生
活
が
改
善
さ
れ
る
は
ず
も
な

く
、
農
地
が
増
え
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
方
、ノ
「
え
た
・
非
人
」

と
い
う
身
分
が

廃
止
さ
れ
、
平

等
に
な
っ
た
と

い
う
の
に
、
兵

役
・
納
税
・
教

育
の
義
務
だ
け

は
、
平
等
に
課

せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、

部
落
の
人
び
と
の
生
活
を
支
え
て
き
た

皮
革
関
係
の
特
権
も
、
部
落
以
外
の
大

資
本
家
に
よ
っ
て
圧
迫
さ
れ
、
零
細
な

部
落
の
手
工
業
は
な
り
た
た
な
く
な
り

部
落
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
解
放
令
と

は
名
ば
か
り
で
、
新
し
く
義
務
だ
け
が

課
せ
ら
れ
、
生
活
を
い
っ
そ
う
圧
迫
し

た
の
で
、
差
別
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

し

）

　
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
い

が
ー
」
　
「
旅
行
や
行
楽
に
出
か
け
た
い
」

「
文
学
講
座
、
文
化
講
演
会
は
開
か
れ

て
い
な
い
か
し
ら
凶
こ
の
よ
う
な
余
暇

の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
の
相
談
が
最
近

ふ
え
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
う
い
っ
た
相
談
に
応
じ

る
た
め
、
　
「
余
暇
利
用
相
談
窓
口
」
を

　
　
　
　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す
。

相談窓ロのご利用を

センターなどで開設
暇
民

余
県

す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
は
じ
め
、

な
公
共
余
暇
施
設
の
案
内
、

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
相
談
日
は

　
相
談
日
は
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
き

毎
日
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　
相
談
窓
口
は
、
次
の
場
所
で
開
設
し

　
こ
れ
は
、
週
休
二
日

制
の
普
及
な
ど
に
伴
っ

て
自
由
時
間
が
、
今
後

か
な
り
ふ
え
て
い
く
も

の
と
予
測
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
県
民
が
こ
の

自
由
時
聞
を
じ
ょ
う
ず

に
活
用
し
て
、
充
実
し

た
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
が
で
き
る
よ
う
助
言

し
て
い
く
た
め
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
窓
口

で
は
、
余
暇
利
用
に
関

　
　
　
　
　
　
　
主

　
　
　
　
　
観
光
パ
ン

て
お
り
ま
す
。

余
暇
相
談
窓
口
の
場
所

◎
総
務
部
県
民
文
化
課

　
　
電
話
〇
四
八
八
⑳
九
四
三
六

◎
熊
谷
地
方
県
民
セ
ン
タ
i
　
　
（
熊
谷

　
地
方
庁
舎
内
）

　
　
　
　
　
　
電
話
⑳
一
一
一
〇

◎
熊
谷
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
市

　
鎌
倉
ビ
ル
ニ
階
）

　
　
　
　
　
　
電
話
⑳
〇
九
九
九

そ
の
ほ
か
、
各
地
区
の
県
民
セ
ン
タ
ー

心
配
ご
と
相
談
案
内

　
毎
月
第
四
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
常
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
困
ゆ
ご

『
一
9
』

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
な
お
、
七
月
、
十
月
、

の
相
談
日
に
は
、
村
が
契
約
し
て
い
る

弁
護
士
も
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

◎
今
後
の
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

六
月
二
十
八
日

七
月
二
十
六
日
（
弁
護
士
）

八
月
二
十
三
日

九
月
二
十
七
日

十
月
二
十
五
日
（
弁
護
士
）

◎
相
談
時
間

　
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
正
午
ま
で

　ノ

）

と
や
、
心
配

ご
と
で
お
悩

み
の
か
た
は

毎
月
第
四
火

曜
日
に
、
ご

相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す

　
　
　
　
〇

一
月
、
四
月

◎
場
所
　
母
子
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
、
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

　
　
　
☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

㎜
季
節
の
話
題
㎜

　
降
り
続
い
て
い
た
雨
が
ち
ょ
つ
と
止

む
、
つ
ゆ
の
晴
れ
間
と
い
う
よ
り
、
止

み
間
く
ら
い
の
小
休
止
で
も
、
団
地
の

ベ
ラ
ン
ダ
は
、
洗
た
く
物
が
い
っ
ぱ
い

干
し
て
あ
り
ま
す
。

　
高
温
多
湿
の
こ
の
ご
ろ
は
、
ち
ょ
っ

と
か
ら
だ
を
動
か
し
た
だ
け
で
汗
が
出

て
き
ま
す
か
ら
、
じ
っ
と
し
て
い
な
い

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
肌
は
ベ
ト
ベ
ト
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
洗
た
く
量
も
多
く
、
乾
き
上
が
ら
な

く
て
、
ご
家
庭
の
お
母
さ
ん
は
、
大
変

ご
苦
労
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
つ
ゆ
明
け
が
と
て

も
気
に
な
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
夏
雲
の
わ
き
立
つ
、
あ
の
ギ
ラ
ギ
ラ

し
た
太
陽
が
、
な
つ
か
し
く
な
る
の
も

こ
の
ご
ろ
で
す
。
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の
晶

焔
作
ゆ

よ
　
き
れ
い
だ
っ
た

　
　
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
レ
ー

　
　
　
　
江
南
南
小
　
三
年
一
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
光
子

　
わ
た
し
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
レ
ー
を

見
た
時
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
あ
ん
ま

り
き
れ
い
な
の
で
、
か
え
り
た
く
な
く

な
っ
た
ぐ
ら
い
に
み
と
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
音
楽
が
と
て
も
い
い
音
な
の
で
、
わ

た
し
は
、
ど
こ
か
ら
な
っ
て
い
る
の
か

気
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
い
の
、
小
さ

い
の
、
ふ
つ
う
の
、
く
る
く
る
回
っ
て

い
る
の
、
外
向
き
の
、
中
む
き
の
、
上

む
き
の
、
下
む
き
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
。

　
た
ま
に
、
わ
た
し
た
ち
の
方
ま
で
「

ぴ
ち
ゃ
」
と
か
か
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
レ
ー
な
ん

て
し
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
の
ふ
ん

水
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
に
、
び

っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
あ
ん
ま
り
き
れ
い
な
の

で
、
近
《
で
見
た
い
と
思
っ
て
、
か
こ

、
い
か
ら
出
、
よ
う
と
し
た
ぢ
、
じ
ん
こ
ち

令

、〆、＼

や
ん
に
「
だ
め
よ
、
あ
ぶ
な
い
よ
」
と

ち
ゅ
う
い
さ
れ
た
の
で
、
も
と
の
と
お

り
に
し
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
三
年
一
組
の
え
り
ち
ゃ

ん
と
、
み
か
ち
ゃ
ん
に
、
「
ほ
ら
ほ
ら
、

大
き
い
の
や
小
さ
い
の
が
、
か
わ
っ
て

い
く
よ
」
と
か
、
　
「
中
に
あ
っ
た
の
が

外
む
き
に
な
っ
た
よ
」
と
か
、
む
ち
ゅ

う
で
大
き
な
声
で
言
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
立
っ
た
ま
ま
で
、
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
見
て
い
た
の
で
、
見
る
の
に
つ

か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
先
生
の
所
へ
い
っ
て
い
す
の

所
で
、
ね
こ
ろ
ん
で
ま
た
見
つ
づ
け
ま

し
た
。
こ
ん
な
大
き
い
、
き
れ
い
な
の

が
南
小
に
あ
っ
た
ら
い
い
な
あ
ー
と
思

い
ま
し
た
。

　
で
も
、
こ
ん
な
大
き
な
も
の
は
作
れ

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
あ
き
ら
め
ま
し

た
。
わ
た
し
た
ち
が
か
え
る
ま
で
に
、

終
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
だ
め
で
し
た
。

少
し
で
も
見
ら
れ
た
の
で
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

大
宮
博
物
館
を
見
学

　
　
　
　
江
南
南
小
　
五
年
三
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
順
子

　
遠
足
の
野
田
し
ょ
う
油
に
行
く
と
ち

ゅ
う
、
大
宮
博
物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
初
め
、
博
物
館
に
は
ど
ん
な

物
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
い
ろ
い
ろ

頭
に
う
か
べ
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

　
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
時
で
も
胸
が
わ

く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。

　
博
物
館
に
つ
き
、
私
は
、
こ
ん
な
り

っ
ぱ
な
建
物
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん
勉
強

に
な
る
物
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
ぞ
、

と
思
い
早
く
博
物
館
に
入
っ
て
行
き
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
昔
の
家
や
農
家
の

一
日
な
ど
、
私
が
想
像
し
て
い
た
よ
り

も
、
も
っ
と
も
っ
と
に
ぎ
や
か
な
物
が

あ
り
ま
し
た
。
で
も
A
ど
う
し
て
、
大

昔
の
物
が

思
い
ま
し

た
。
違
う

方
へ
行
っ
　
　
σ
　
●
の

て
見
る
と

習
字
と
か
、
絵
が
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
習
字
な
ん
か
私
に
は
、
ち
ん

ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
で
、
ぜ
ん
ぜ
ん
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　
ほ
ん
と
う
に
す
ご
か
っ
た
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
野
田
し
ょ
う
油
工
場
へ
行
き

ま
し
た
。
工
場
へ
行
く
と
、
す
ご
い
に

お
い
が
し
、
私
は
思
わ
ず
、
「
く
さ
い
」

と
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
こ
こ
で
働
い
て
い
る
人
は
、

感
じ
な
い
の
か
な
あ
ー
。
な
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
の
か

な
あ
ー
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
私
が
一
番
お
ど
ろ
い
た
の

は
、
し
ょ
う
油
を
入
れ
る
時
も
、
ふ
た

を
す
る
時
も
み
ん
な
機
械
で
や
り
、
一

石＼

　＼

分
間
に
た
く
さ
ん
つ
め
た
り
す
る
事
で

す
。　

私
は
、
大
宮
博
物
館
と
野
田
し
ょ
う

油
を
見
学
し
て
、
色
々
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
し
ょ
う
油
は
、
い
ろ

い
ろ
な
物
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
か
ら
、

む
だ
に
し
な
い
で
、
だ
い
じ
に
つ
か
お

う
と
思
い
ま
し
た
。

青
年
と
お
年
寄
の
対
話
集
会

　
　
　
　
　
ー
柴
千
代
青
年
婦
人
部
1

　
新
緑
の
五
月
一
日
、
柴
千
代
住
民
集

会
所
に
於
て
、
地
区
老
人
会
と
青
年
部

婦
人
部
合
同
に
よ
る
対
話
集
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
三
十
六
名
、
午
前
十
時

　
　
　
　
　
三
十
分
か
ら
、
午
後
二

　
　
　
　
　
時
ま
で
の
長
時
間
に
わ

　
　
　
　
　
　
た
っ
て
な
ご
や
か
な
話

　
　
　
　
　
　
し
合
い
が
行
な
わ
れ
、

青
年
と
、
お
年
寄
の
意
見
交
換
が
は
か

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
対
話
集
会
は
、
青
年
部
活
動
の

一
環
と
し
て
初
め
て
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
今
後
も
引
続
き
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
う
な
企
画
を
続
け
て

まごろばす会員

い
く
そ
う
で
す
。

　
お
年
寄
も
、
こ
の

よ
う
な
企
画
を
心
待

ち
し
て
い
た
の
で
、

大
変
好
評
で
し
た
。

　
お
年
寄
と
　
青
年

と
の
世
代
感
覚
の
へ

だ
た
り
が
憂
い
ら
れ

て
る
今
日
、
こ
の
差

を
少
し
で
も
解
消
し

よ
う
と
若
手
部
員
を

中
心
に
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
今

後
の
行
事
は
、
七
月

の
親
子
海
水
浴
、
八

月
の
親
子
キ
ャ
ン
フ

大
会
な
ど
の
楽
し
い

計
画
が
あ
り
ま
す
。
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胃
が
ん
（
離
簑
は

　
日
本
人
の
「
が
ん
」
で
は
、
胃
が
ん

が
最
も
多
く
、
死
亡
率
で
は
世
界
一
と

好
ま
し
く
な
い
結
果
が
で
て
い
ま
す
－

　
胃
が
ん
で
死
亡
し
た
か
た
の
四
二
％

が
男
性
、
三
五
％
が
女
性
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
、
胃
が
ん
は
恐
ろ
し
い

病
気
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

述
べ
る
ζ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
れ
ば
、

胃
が
ん
で
死
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
早
期
胃
が
ん
と
は

　
胃
の
構
造
は
、
内
側
か
ら
粘
膜
・
粘

膜
下
層
・
筋
肉
層
・
漿
膜
の
四
層
に
な

衛生関係行事予定表
月 行　　　事 対　象　者 場　　所 時　間

6

6日
3カ月児木目言炎

52年3月生れ 母子センター 1：30
13日
3　種　混　　合

50．1．1～50．6．30 〃 〃

15日
日　本　月歯　炎

48．4．2～49．4．1 〃 〃

16日
乳幼児一斉検診

51．4．2～51．9．30 〃 〃

17日
乳幼児一斉検診

51．10．1～52．4．1 〃 〃

20日
妊　　婦　　検　診

村内の妊婦全員 〃 〃

22日
日　本　月歯　炎

48．4．2～49．4．1 〃 〃

7 18日
女壬　婦　　検　診

村内の妊婦全員 〃 〃

15日
妊　婦　検　診

〃 〃 〃

18日～27日

住　民　検　診

村　内

　18カ所

9：30～

　3：00

っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
が
粘
膜
に
止
っ
て
い
る
の
が
最

も
早
い
時
期
で
、
次
の
粘
膜
下
層
ま
で

の
も
の
ま
で
が
早
期
が
ん
で
す
。

　
筋
肉
層
か
ら
漿
膜
、
さ
ら
に
漿
膜
を

こ
え
て
発
育
し
た
の
が
、
進
行
が
ん
で

す
。

　
胃
が
ん
の
自
覚
症
状

　
早
期
胃
が
ん
の
自
覚
症
状
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

b
上
腹
部
の
い
た
み
、
も
た
れ
、
重
ぐ

　
る
し
い

○
食
欲
不
振

○
体
重
の
減
少

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
胃
が

ん
だ
け
の
特
有
な
も
の
で
は
な
く
、
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
炎
、
胃
や
十
二
脂

　
　
　
　
　
　
　
　
腸
潰
瘍
で
も
出
る

　
　
　
　
　
　
　
O

）
※この表は予定ですので、変更することがあります

症
状
で
す
。

　
現
に
、
集
団
胃

検
診
で
発
見
さ
れ

た
早
期
が
ん
で
は

自
覚
症
状
の
な
い

人
が
半
数
近
い
よ

う
で
す
。
こ
の
こ

と
は
大
変
注
目
す

べ
き
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、

胃
検
診
の
重
要
性

が
お
わ
か
り
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
は
、

集
団
胃
検
診
を
。

）
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保
証
人
と
連
帯
保
証
人

　
保
証
入
は
、
借
金
、
不
動
産
の
売

え
買
時
、
貸
借
な
ど
の
場
合
に
依
頼

ち
さ
れ
ま
す
．

の
責
任
の
重
い
連
帯
保
証
人

　
単
な
る
保
証
人
と
、
連
帯
保
証
人

し
と
で
は
・
責
任
の
重
さ
が
違
い
ま

ら
す
。
例
え
ば
借
金
の
保
証
人
に
な

く
つ
た
場
合
、
借
主
が
借
金
を
返
済

㎜
　
で
き
な
け
れ
ば
返
済
の
責
任
が
生

　
じ
ま
す
が
、
単
な
る
保
証
人
で
あ

…
…
ー
ー
§
…
ー
ミ
、
ー
…
ー
…
L

飲
酒
運
転
を

　
　
追
放
し
ま
し
ょ
う

　
飲
酒
運
転
が
、
い
か
に
危
険
な
も
の

か
身
を
も
っ
て
体
験
さ
れ
た
か
た
も
多

し
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
ば
か
り
で
な

く
、
他
の
正
常
に
運

転
し
て
い
る
ド
ラ
イ

バ
ー
ま
で
、
事
故
に

巻
込
ん
で
し
ま
い
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
恐
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

れ
ば
・
請
求
を
受
け
て
も
「
先
に
借
皿

主
に
請
求
し
て
－
れ
」
と
か
、
「
借
㎜

鰭
罐
禰
豫
髄
鶏
誓
ヤ
く
㎜

し
か
し
・
連
帯
保
証
人
に
馨
と
皿

露
馨
確
蕊

勝
恭
鑓
野
暴
備
練
隷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

す
。
連
帯
保
証
人
に
な
る
と
き
は
、
一

寡
の
立
場
を
よ
く
堂
芒
竃
皿

だ
き
ま
す
。

　
配
布
に
な
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
玄
関
な
ど
の
人
目
に
つ
く
場

所
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
お
互
い
に
い
ま
し
め
合
っ

て
、
こ
の
村
か
ら
飲
酒
運
転
を
出
さ
な

し
い
飲
酒
運
転
の
絶
滅
を
は
か
る
た
め

村
の
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
12

㎝
×
2
4
㎝
の
大
き
さ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
六
月
中
に
は
、
区
長
さ
ん

に
お
願
い
し
て
毎
戸
に
配
布
し
て
い
た

〉
で
き
あ
が
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー

い
よ
う
、
飲
酒
運
転
追
放
運
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
○
忘
れ
る
な

　
　
　
　
補
償
と
苦
悩
は

　
　
　
　
　
　
　
　
’
一
生
涯

ノ
厄

）

松
竹
大
歌
舞
伎
熊
谷
公
演

　
主
催
　
埼
玉
県
熊
谷
産
業
文
化
協
会

日
　
時
七
月
二
十
四
日
（
日
）

開
演
時
問
　
昼
の
部
　
午
前
n
時
3
0
分

　
　
　
　
　
夜
の
部
　
午
後
4
時
30
分

会
　
場
熊
谷
会
館
ホ
ー
ル

出
演
者
　
實
川
延
若
　
中
村
芝
翫

　
　
　
　
　
中
村
吉
右
衛
門
ほ
か

演
入
場
料

　
一
等

　
七
〇
〇
円

前
売
開
始 　

　
　
　
香
よ
り
奥
庭
ま
で
）

　
　
二
　
お
目
見
得
口
上

　
　
三
　
伊
賀
越
道
中
双
六

　
　
四
　
女
伊
達

　
　
特
等
　
二
、
八
O
O
円

　
二
、
三
〇
〇
円
　
二
等
一
、

　
　
　
三
等
一
、
O
O
O
円

　
　
六
月
三
日
午
前
十
時
か
ら

目
　
一
　
本
朝
廿
四
孝
（
十
種

●7月は参議院議員選挙

あなたの一票が生きた街づくりに！

　僧κκ浦和放送局では、浦和F　M85，1MHz（秩父83，5MHz）て

　開票速報をぢ伝えします。

舞　　　　　　　　　　　　　僧”κ浦和放送局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　浦和市常盤6－1－21
　　　　　　　　　　　　　0488（33）2041代・




